
122021 年（令和３年）7月

たかと

ちゃん ちゃん

みつき

ちゃんちゃん 新田 崇人湧武 未月砂川 はんな

かえで

ちゃん平良 佳楓
令和２年 5月生〈上間在住〉

令和２年 1月生〈国場在住〉

こうや

久高 幸弥
令和２年 1月生〈寄宮在住〉令和２年 8月生〈首里石嶺町在住〉令和２年 6月生〈安謝在住〉

か ど う

ちゃん

り わ

ちゃん

りあん　　   り い な

ちゃん 富山 嘉道大城 鈴和荻堂 莉安、莉衣奈
令和 2年 6月生〈松川在住〉令和２年 4月生〈識名在住〉令和 2年 9月生〈安謝在住〉

みなさまからの投稿を
お待ちしています。

うちの

なはの

「うちの宝なはの宝」で
は、那覇市在住の 1 歳
以下のお子さんの写真
を募集しています。お

子さんの名前、よみがな、生年月
日、住所、「広報なは市民の友」への
ご意見を記入して、お子さんの写
真と一緒にメールで送付してくだ
さい。

秘書広報課   ☎098-862-9942
E-mail：s-s-hisyo001@city.naha.lg.jp
※件名に「うちの宝なはの宝」と入力
　して送信してください。

 
 

 
 

うちな～ぐちや
あじくーたー

ち
む
ど
ん
ど
ん

意▶
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る

例▶
う
ん
じ
ゅ
の
く
と
ぅ
　う
む
い
ね
ー

　
　わ
ん
ね
ー
　ち
む
ど
ん
ど
ん
　さ
び
ー
ん

　
　（あ
な
た
の
こ
と
を
想
う
と 

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
）

ぷち

那
覇
市
文
化
協
会
　☎
８
６
１
・
１
９
０
９

問

博物館TOPICS

金装宝剣拵（号 千代金丸）

青貝微塵塗腰刀拵（号 北谷菜切）

　尚
家
伝
来
の
刀
剣
は
３
口
あ
り
ま
す
。
今
年
は

「
王
家
の
宝
剣
」
と
題
し
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
月
替
わ
り
で
１
口
ず
つ
刀
剣
を
公
開
し
ま
す
。

　刀
剣
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
由
来
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　「金
装
宝
剣
拵
（
号 

千
代
金
丸
）」
は
、
１
４
１

６
年
に
山
北
王
攀
安
知
が
中
山
王
尚
巴
志
と
の
戦
い

で
敗
れ
た
時
に
守
り
神
と
し
て
城
内
に
ま
つ
っ
て

あ
っ
た
霊
石
を
切
り
割
っ
た
刀
で
す
。
攀
安
知
自
害

の
際
、
城
外
の
川
に
投
げ
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
海
に
流
れ
出
た
も
の
を
、
伊
平
屋
の
人
々
が
拾
い

上
げ
て
中
山
王
に
献
上
し
た
と
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　「青
貝
微
塵
塗
腰
刀
拵
（
号 

北
谷
菜
切
）」
に
は

北
谷
地
域
に
伝
わ
る“

妖
刀
ナ
ー
チ
リ
ー”

の
説
話

が
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
北
谷
の
農
婦
が
包
丁
を
振
る

と
触
れ
て
も
い
な
い
の
に
側
に
い
た
赤
子
の
首
が
落

ち
て
殺
人
の
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
取
調

べ
の
役
人
が
同
様
に
包
丁
を
振
っ
て
み
た
と
こ
ろ
側

に
い
た
山
羊
の
首
が
落
ち
、
無
罪
放
免
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
包
丁
を
研
ぎ

な
お
し
て
刀
に
し
た
も

の
が
北
谷
菜
切
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「黒
漆
脇
差
拵
（
号 

治
金
丸
）」
は
９
月
号

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
毎

月
変
わ
る
「
王
家
の
宝

剣
」、
ぜ
ひ
お
見
逃
し

な
く
。

国
宝
尚
家
資
料
特
別
公
開

　「王
家
の
宝
剣
」

な
は
の
日
は
４
施
設
が
無
料

　７
月
８
日
（
な
は
の
日
）
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
文

化
財
課
が
管
理
す
る
識
名
園
・
玉
陵
・
歴
史
博
物
館
・

壺
屋
焼
物
博
物
館
を
無
料
で
開
放
い
た
し
ま
す
。

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

　来
年
２
月
ま
で
、
学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
常
設
展
示
の
解
説
を
い
た
し
ま
す
。

　７
月
は
「
何
が
変
わ
っ
た
？
常
設
展
示
」
と
題
し
、

６
月
に
作
品
を
入
れ
替
え
た
常
設
展
示
に
つ
い
て
、

今
回
の
展
示
の
ね
ら
い
や
テ
ー
マ
な
ど
を
、
学
芸
員

の
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　壺
屋
焼
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
陶
工
と
壺
屋
焼
物
博

物
館
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
。

　今
回
の
テ
ー
マ
は「Reborn

」。
９
人
の
陶
工
が
、

琉
球
王
国
時
代
の
古
陶
や
名
工
と
言
わ
れ
た
壺
屋
焼

の
陶
工
達
の
作
品
を
参
考
に
、Reborn

＝
再
生
（
再

現
し
た
）・
生
ま
れ
変
わ
っ
た
（
ア
レ
ン
ジ
し
た
）

作
品
を
制
作
。
参
考
に
し
た
古
陶
や
名
工
の
作
品
と

と
も
に
、
各
陶
工
が
思
い
を
込
め
て
制
作
し
た
作
品

を
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
８
月
３
日
〜
９
日
ま
で
デ
パ
ー
ト
リ
ウ
ボ

ウ
で
は
、「
壺
屋
焼
陶
工
９
人
展
〜
器
で
楽
し
む
私

時
間
〜
」
と
題
し
、
同
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
販
売
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

那
覇
市
指
定
無
形
文
化
財

壺
屋
焼
９
人
展  

〜Reborn 

〜

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間▶
10
時
〜
19
時

休
館
日▶

木
曜
／
７
月
19
日（
月
）〜
21
日（
水
）臨
時
休
館 

観
覧
料▶

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６
　FAX
８
６
９
・
５
２
６
７

壺
屋
焼
物
博
物
館（
那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
９
番
32
号
）

開
館
時
間▶

10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

休
館
日▶

月
曜※

た
だ
し
、月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
示
観
覧
料▶

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

※

各
種
割
引
も
あ
り
ま
す
　▶

専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、お
近
く
の
民
間
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
有
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１
　FAX
８
６
２
・
３
７
６
２

「
王
家
の
宝
剣
Ⅰ・
千
代
金
丸
／
空
色
地
の
紅
型
衣
裳
」

７
月
２
日（
金
）〜
８
月
４
日（
水
）

「
王
家
の
宝
剣
Ⅱ・
北
谷
菜
切
／
流
水
文
様
の
衣
裳
」

８
月
６
日（
金
）〜
９
月
１
日（
水
）

「
王
家
の
宝
剣
Ⅱ・
治
金
丸
／
鳥
の
文
様
の
紅
型
衣
裳
」

９
月
３
日（
金
）〜
９
月
27
日（
月
）

期

７
月
30
日（
金
）〜
８
月
15
日（
日
）

壺
屋
焼
物
博
物
館
・
壺
の
会

無
料

壺
屋
焼
物
博
物
館
　３
階
企
画
展
示
室

期
７
月
８
日（
木
）  

期主場

費

７
月
18
日（
日
） 

午
前
10
時
開
始 ※

１
時
間
程
度

常
設
展
観
覧
料
が
必
要
で
す（
大
学
生
以
下
無
料
）

不
要
・
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い

期費申

那
覇
市
歴
史
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

ち  

よ   

が
ね
ま
る

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先  （株）ホープ ☎092-716-1401

は
ん
あ
ん 

ち

し
ょ
う
は
し

ち
ゃ
た
ん
な
ー
ち
り
ー

じ 

が
ね 

ま
る


